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■■名名称称  

医医療療生生協協ささいいたたまま生生活活協協同同組組合合  埼埼玉玉協協同同病病院院  

 

■■所所在在地地  

埼玉県川口市木曽呂１３１７（〒３３３-０８３１） 

ＴＥＬ：０４８－２９６－４７７１ 

ＦＡＸ：０４８－２９６－７１８２ 

ホームページ：ｈｔｔｐ：//kyoudou-hp.ｃｏｍ/ 

 

■■開開設設年年月月日日  1978 年4 月1 日 

 

■■22001199 年年度度実実績績（全体） 

外来延患者数 ２７２,３６４人 

１日平均外来患者数 ９７０.０人 

救急搬送受入れ件数 ４,００８件 

新入院患者数 ８,６３２人 

在院患者延数 １０６,３３０人 

平均在院日数（一般） １１.１日 

病床稼働率（一般） ７８.０％ 

紹介患者率 １９.５％ 

逆紹介患者率 ２６.０％ 

 

■■標標榜榜科科 

内科 

循環器内科 

呼吸器内科 

消化器内科 

緩和ケア科 

神経内科 

小児科 

外科 

呼吸器外科 

消化器外科 

乳腺外科 

整形外科 

脳神経外科 

産婦人科 

泌尿器科 

皮膚科 

眼科 

耳鼻咽喉科 

精神科 

放射線科 

麻酔科 

リハビリテーション科 

病理診断科 

リウマチ科 

臨床検査科 

腎臓内科 

血液内科 

糖尿病内科 

救急科 

泌尿器科（人工透析） 

緩和ケア外科 

 

 

 

◇◇専専門門外外来来  

甲状腺外来 

被爆外来 

禁煙外来 

在宅医療 

 

 

■■病病床床数数 399 床 

病棟 病床数 診療科等 

Ｃ２ ６０ 消化器内科、一般内科、耳鼻咽

喉科 

Ｃ３ ４０ 産婦人科 

Ｃ３１ １３ 小児科 

Ｃ４ ２４ （緩和ケア病棟） 

Ｃ５ ５０ 呼吸器内科、泌尿器科、糖尿病

内科 

Ｄ２ ５７ 整形外科 

Ｄ３ ５５ 外科、整形外科 

Ｄ４ ４６ 循環器内科、腎臓内科、総合内

科、眼科 ＨＣＵ ４ 

Ｄ５ ５０ （回復期リハビリ病棟） 

 

■■職職員員数数  1,198 名 

職種 常勤・嘱託 非常勤 

医師 ７２ ２１９ 

研修医（初期・後期） １５ - 

看護師 ２１７ ７８ 

助産師 ２２ ７ 

保健師 ４２ ８ 

准看護師 ４ １２ 

看護サポート ６ ４２ 

薬剤師 ２６ １ 

臨床検査技師 ２４ ８ 

理学療法士 ３０ - 

作業療法士 ２２ - 

言語聴覚士 ６ - 

視能訓練士 ３ １ 

歯科衛生士 ２ - 

診療放射線技師 ２４ ２ 

臨床工学技士 １３ - 

管理栄養士 １２ ４ 

栄養士 １ - 

調理師 １２ ５ 

調理員 - ２４ 

介護福祉士 ９ - 

事務 ７８ １２５ 

保育士 - １４ 

技師・助手 - ８ 

計 ６４０ ５５８ 

                 （２０２０年３月末日現在）  

１１．．概概  要要  
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  戦戦略略目目標標  重重要要成成功功要要因因  評評価価指指標標  

強い医療生協を

作る視点(F) 

病院のリニューアルを成功さ

せるために、黒字経営を維持

する。 

必要剰余を確保

する。 

・経常剰余 

・一般病棟入院数 

・回復期リハ病棟稼働率 

・緩和ケア病棟稼働率 

・平均在院日数 

・入院日当点 

・外来日当点 

・紹介からの手術件数（大腸がん、乳がん） 

・紹介からの手術件数（人工股・膝関節手術） 

・がん拠点病院加算 

・ＤＰＣ（Ⅰ）（Ⅱ）での退院割合 

利用者の要望

の視点(Ｃ) 

住み慣れたまちで生活し続け

る上での不安や悩みについ

て助言を受け、より充実した生

活を送る事が出来る。 

予防から治療ま

で、お金や生活の

問題を解決でき

る。 

・救急車要請お断り件数 

・お断り事例の検討件数 

・患者満足度（入院、外来、在宅、健診） 

・当院主催の健康教育講座の受講者数 

・患者を医療生協の活動や資源につなげた数 

・治療目的で他院へ紹介したがん患者数 

・がん患者の就労支援の件数 

・がん検診でＤ判定以上の再検者数 

確かな仕事づく

りの視点(P) 

職員一人一人のやりがいや

成長を大切にしながら、より効

率的で、標準的な質の高い医

療サービスを提供する。 

各専門職能を発

揮し、チームの力

を最大限活用した

医療サービスを展

開し、治療効果を

上げる。 

・日勤帯の手術室稼働率/緊急手術対応件数 

・クリパス適応率 

・紹介率 

・逆紹介率（紹介院所数） 

・多職種が参加したキャンサーボ－ド開催数 

（医師２名以上、他３職種が参加したもの） 

・リハビリアウトカム指標 

・栄養改善指標（３日以上の絶食者を減らす） 

・栄養改善指標（リハビリ栄養の指標） 

・薬剤総合評価加算 

・身体抑制率 

・挿管患者の抜管率 

・小児虐待チームが行政機関と行ったカンファレンス数 

・労災事故申請数（針刺し） 

育ちあいの視点 

（E） 

病院理念を軸に職員教育を

行い、総合力と専門力量を高

めた職員集団をつくる。 

健康意識、人権意

識の高い組織に

成長する。 

・理念教育の開催数/理解度 

・ブックレット読了者数/理解度 

・患者宅に個別訪問した職員数（実人数） 

・職員満足度調査 

・退職者数（必要獲得数に対しての割合） 

社会貢献の視

点 

予期せぬ災害に備え、地域で

頼りになる災害拠点病院の指

定取得を目指す。 

指定取得に向け

た準備を確実に

行う。 

・要件に必要な職員育成・教育 

・要件に必要な施設整備 

・ＣＯ2 排出量（目標値より下回る） 
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                                     Ⅰ.病院の概要 

 

ミッション 人を人として尊重し、地域包括ケア時代に輝く急性期病院になる ～病院のリニューアルを成功させる（準備する）～ 

ビジョン ①救急医療・がん医療を軸に急性期病院としての医療機能と質を高める。 

②総合性と専門性を備えた医療専門職が集い、育つ病院となる。 

③ヘルスリテラシーを高める活動とともに、健康の社会的決定要因（ＳＤＨ）の視点を日常診療にいかした生活支援を行う。 

④４つのセンターを中心に、各医療チームの活動が発展する組織運営を行う。 

 

評評価価指指標標のの定定義義とと算算出出部部門門  ２２００１１８８年年度度現現状状値値  ２２００１１９９年年度度目目標標値値  

経営委員会報告書 

経営委員会報告書 

経営委員会報告書 

経営委員会報告書 

経営委員会報告書 

経営委員会報告書 

経営委員会報告書 

がん診療委員会報告書 

総合サポートセンター報告書 

経営委員会報告書 

経営委員会報告書 

１０,３９８,４５８千円 

６９３.５件 

９２.２０％ 

６７.８０％ 

累計実績 １１.３日 

６,４１７点 

１,１３４点 

２０１９年度新規指標 

２０１９年度新規指標 

１６件／月 

一か月当たり ７２.６％ 

１０,５６３,８５４千円 

７２０件 

９５％ 

７０％ 

１１.３日以下 

６,６８１点 

１,１６２点 

２０１８年度患者数を超える 

２０１８年度患者数を超える 

２０件／月 

一か月当たり ７５％越え 

救急診療委員会報告書 

救急診療委員会報告書 

ＱＭセンター、健康管理課 

ＨＰＨ推進センター会議報告書 

組合員活動課 報告 

地域連携課月報 

総合サポートセンター報告書 

健康増進センター会議報告書 

２,０７４件／年間 

１０例／年間 

 － 

２０１９年度新規指標 

２０１９年度新規指標 

２０１９年度新規指標 

２０１９年度新規指標 

２０１９年度新規指標 

１,９００件／年間以下 

２４例／年間 

各分野で着目した指標の改善 

２０１８年度講座数を超える 

４０名以上 

２０１８年度の数を下回る 

６２件以上 

手術室運営委員会報告書 

クリパス委員会報告書 

地域連携課月報 

地域連携課月報 

がん化学療法チーム報告書 

 

Ｄ５病棟月報 

食養科月報 

食養科月報 

薬剤科月報 

認知症ケアチーム報告書 

ＲＳＴチーム報告書 

小児虐待チーム報告書 

医療安全委員会報告書 

時間内稼働率 ５０.４％ 緊急手術対応件数３３１件 

４５.７０％ 

１９.９０％ 

１８.６０％ 

２０１９年度新指標 

 

 

 

２０１９年度新指標 

２７件／月 

３１％／月 

２０１９年度新規指標 

 

２２件／年間 

時間内稼働率 ５０％以上 

５０％以上 

４０％ 

３０％ 

年間１２例 

 

３７以上 

月１０件を下回る 

上半期の内に指標設定 

３０件/月 

３０％以下 

上半期の内に指標設定 

 

２０件／年間 

教育研修センター月報 

教育研修センター月報 

算出する部門を決める必要あり 

ＱＭセンターまとめ 

総務課 

 

２０１９年度新規指標 

 

常勤職員全員読了 

 

昨年数値を越える 

２０１８年度退職者数を下回る 

防災対策委員会報告書 

防災対策委員会報告書 

省エネ推進事務局会議報告書 

  

 

基準値を下回る 
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  戦戦略略目目標標  重重要要成成功功要要因因  評評価価指指標標  

強い医療生協を

作る視点(F) 

病院のリニューアルを成功さ

せるために、黒字経営を維持

する。 

必要剰余を確保

する。 

・経常剰余 

・一般病棟入院数 

・回復期リハ病棟稼働率 

・緩和ケア病棟稼働率 

・平均在院日数 

・入院日当点 

・外来日当点 

・紹介からの手術件数（大腸がん、乳がん） 

・紹介からの手術件数（人工股・膝関節手術） 

・がん拠点病院加算 

・ＤＰＣ（Ⅰ）（Ⅱ）での退院割合 

利用者の要望

の視点(Ｃ) 

住み慣れたまちで生活し続け

る上での不安や悩みについ

て助言を受け、より充実した生

活を送る事が出来る。 

予防から治療ま

で、お金や生活の

問題を解決でき

る。 

・救急車要請お断り件数 

・お断り事例の検討件数 

・患者満足度（入院、外来、在宅、健診） 

・当院主催の健康教育講座の受講者数 

・患者を医療生協の活動や資源につなげた数 

・治療目的で他院へ紹介したがん患者数 

・がん患者の就労支援の件数 

・がん検診でＤ判定以上の再検者数 

確かな仕事づく

りの視点(P) 

職員一人一人のやりがいや

成長を大切にしながら、より効

率的で、標準的な質の高い医

療サービスを提供する。 

各専門職能を発

揮し、チームの力

を最大限活用した

医療サービスを展

開し、治療効果を

上げる。 

・日勤帯の手術室稼働率/緊急手術対応件数 

・クリパス適応率 

・紹介率 

・逆紹介率（紹介院所数） 

・多職種が参加したキャンサーボ－ド開催数 

（医師２名以上、他３職種が参加したもの） 

・リハビリアウトカム指標 

・栄養改善指標（３日以上の絶食者を減らす） 

・栄養改善指標（リハビリ栄養の指標） 

・薬剤総合評価加算 

・身体抑制率 

・挿管患者の抜管率 

・小児虐待チームが行政機関と行ったカンファレンス数 

・労災事故申請数（針刺し） 

育ちあいの視点 

（E） 

病院理念を軸に職員教育を

行い、総合力と専門力量を高

めた職員集団をつくる。 

健康意識、人権意

識の高い組織に

成長する。 

・理念教育の開催数/理解度 

・ブックレット読了者数/理解度 

・患者宅に個別訪問した職員数（実人数） 

・職員満足度調査 

・退職者数（必要獲得数に対しての割合） 

社会貢献の視

点 

予期せぬ災害に備え、地域で

頼りになる災害拠点病院の指

定取得を目指す。 

指定取得に向け

た準備を確実に

行う。 

・要件に必要な職員育成・教育 

・要件に必要な施設整備 

・ＣＯ2 排出量（目標値より下回る） 
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                                     Ⅰ.病院の概要 

 

ミッション 人を人として尊重し、地域包括ケア時代に輝く急性期病院になる ～病院のリニューアルを成功させる（準備する）～ 

ビジョン ①救急医療・がん医療を軸に急性期病院としての医療機能と質を高める。 

②総合性と専門性を備えた医療専門職が集い、育つ病院となる。 

③ヘルスリテラシーを高める活動とともに、健康の社会的決定要因（ＳＤＨ）の視点を日常診療にいかした生活支援を行う。 

④４つのセンターを中心に、各医療チームの活動が発展する組織運営を行う。 

 

評評価価指指標標のの定定義義とと算算出出部部門門  ２２００１１８８年年度度現現状状値値  ２２００１１９９年年度度目目標標値値  

経営委員会報告書 

経営委員会報告書 

経営委員会報告書 

経営委員会報告書 

経営委員会報告書 

経営委員会報告書 

経営委員会報告書 

がん診療委員会報告書 

総合サポートセンター報告書 

経営委員会報告書 

経営委員会報告書 

１０,３９８,４５８千円 

６９３.５件 

９２.２０％ 

６７.８０％ 

累計実績 １１.３日 

６,４１７点 

１,１３４点 

２０１９年度新規指標 

２０１９年度新規指標 

１６件／月 

一か月当たり ７２.６％ 

１０,５６３,８５４千円 

７２０件 

９５％ 

７０％ 

１１.３日以下 

６,６８１点 

１,１６２点 

２０１８年度患者数を超える 

２０１８年度患者数を超える 

２０件／月 

一か月当たり ７５％越え 

救急診療委員会報告書 

救急診療委員会報告書 

ＱＭセンター、健康管理課 

ＨＰＨ推進センター会議報告書 

組合員活動課 報告 

地域連携課月報 

総合サポートセンター報告書 

健康増進センター会議報告書 

２,０７４件／年間 

１０例／年間 

 － 

２０１９年度新規指標 

２０１９年度新規指標 

２０１９年度新規指標 

２０１９年度新規指標 

２０１９年度新規指標 

１,９００件／年間以下 

２４例／年間 

各分野で着目した指標の改善 

２０１８年度講座数を超える 

４０名以上 

２０１８年度の数を下回る 

６２件以上 

手術室運営委員会報告書 

クリパス委員会報告書 

地域連携課月報 

地域連携課月報 

がん化学療法チーム報告書 

 

Ｄ５病棟月報 

食養科月報 

食養科月報 

薬剤科月報 

認知症ケアチーム報告書 

ＲＳＴチーム報告書 

小児虐待チーム報告書 

医療安全委員会報告書 

時間内稼働率 ５０.４％ 緊急手術対応件数３３１件 

４５.７０％ 

１９.９０％ 

１８.６０％ 

２０１９年度新指標 

 

 

 

２０１９年度新指標 

２７件／月 

３１％／月 

２０１９年度新規指標 

 

２２件／年間 

時間内稼働率 ５０％以上 

５０％以上 

４０％ 

３０％ 

年間１２例 

 

３７以上 

月１０件を下回る 

上半期の内に指標設定 

３０件/月 

３０％以下 

上半期の内に指標設定 

 

２０件／年間 

教育研修センター月報 

教育研修センター月報 

算出する部門を決める必要あり 

ＱＭセンターまとめ 

総務課 

 

２０１９年度新規指標 

 

常勤職員全員読了 

 

昨年数値を越える 

２０１８年度退職者数を下回る 

防災対策委員会報告書 

防災対策委員会報告書 

省エネ推進事務局会議報告書 

  

 

基準値を下回る 
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１１．．埼埼玉玉協協同同病病院院のの建建設設基基本本構構想想のの決決定定  

６月２２日に開催された医療生協さいたまの通常総代会に

おいて、「埼玉協同病院のリニューアルおよび在宅療養支援

病院建設基本構想」が採択されました。１９７８年の開院以来 

４０年余が経過し、老朽化や使いにくさ、医療安全や感染対策

上のさまざまな施設的な課題を解決するために、現地での建

替え計画となります。基本コンセプトは、「地域包括ケア時代に

輝く病院になる」ということです。 

建設構想の決定を受けて、９月２８日に第１回建設委員会総

会を開催し、設計施工業者の選考基準と選考委員を承認し、 

１０月２６日には業者を選考するためのプレゼンテーションが

行われました。第２回建設委員会総会での検討を踏まえて、 

１１月２６日の法人理事会において、建設業者を竹中工務店に

決定しました。年明けから基本設計にむけた検討が始まって

います。 

 

 

２２．．春春のの新新規規入入職職者者受受入入れれとと職職員員研研修修  

（１）４月１日、法人全体の新入職員の入職式を催し、引き続き

２日間の入職時研修を行いました。４月３日から埼玉協同病院

に配属された新入職員は６３名です。初期研修医師８名（定数

フルマッチ）、薬剤師１名、保健師４名、助産師２名、看護師２７

名、診療放射線技師４名、臨床検査技師３名、臨床工学技士２

名、理学療法士２名、作業療法士３名、管理栄養士２名、社会

福祉士２名、事務総合職３名です。また、既卒の医師５名(内科

２名、外科１名、皮膚科１名、整形外科１名)を迎えるとともに、

外部出向研修から整形外科医師が帰任しました。 

 

（２）看護職員の新入職員研修は、入職時オリエンテーション、

技術トレーニングに続いてグループに分かれて看護職場を順

番に１、２日間ずつ体験就労します。その後、５月２１日に所属

職場の辞令交付式が行われました。入職後７週間の集合研

修・ローテーション研修を終えて、辞令を受け取った一人一人

がスピーチをしました。その後、看護長に引率されて配属職場

でのオリエンテーションに向かいました。 

 

（３）９月と１２月に、看護部の副主任研修会が行われました。

前半は労務管理や副主任の役割、コミュニケーションについ

ての基礎研修、後半は外国人の医療問題や小児虐待、老々

介護について制度や歴史的背景を調べ改めて問題を深くとら

える学習に取り組みました。さらに、仕事の場面で感じる感情

を客観的に見つめることで、自分たちの看護観を振り返り深め

る学習に取り組みました。 

 

（４）１０月１０日と２９日に、キャリアナース研修会という名称で、

埼玉協同病院に中途で入職した経験のある看護職むけの研 

 

修会を実施しました。「民医連医療と看護」の講義と「育成」に

関するお話の後、認定看護師から「高齢者の皮膚トラブルとス

キンケア」を実践的に学びました。 

 

（５）１月８日・９日・１４日に技術部門名と事務部門の卒１他部門

研修に取り組みました。入職からほぼ９ヵ月が経過しある程度

自職場の仕事に慣れてきたところで、病棟での看護職の仕事

を体験することで、チーム医療の理解促進を図ることが目的で

す。同じように、１２月～１月にかけて６回に渡って看護部門の

卒１他部門研修に取り組みました。看護職員は技術部門と事

務部門の職場をローテーションで体験して、それぞれの仕事

内容について体験を通して理解し、医療連携の基本を学びま

した。 

 

（６）２月１０日に、埼玉協同病院配属の１年目看護職員２９名が

参加してシミュレーション研修を実施しました。シミュレータ（模

擬患者）を使用し、複数の患者さんの状態や環境整備の確認

など多重課題への対応訓練に取り組みました。 

 

 

３３．．埼埼玉玉協協同同病病院院ののヘヘルルススププロロモモーーシショョンン  

（１）４月８日、ＷＨＯ世界保健デーに合わせた企画をアリオ川

口で開催しました。今年は初めての試みとして握力・開眼片足

立ち・指輪っかテストの３種類を「フレイルチェック」として行 

い、午前・午後合わせて１８２名が参加しました。骨密度測定と

合わせた結果をもとに医師・保健師・看護師が健康相談、管理

栄養士が栄養・食事相談を担当しました。川口市保健センター

から保健師さんが川口市健康診断のお知らせと「フレイルチェ

ック」相談にも対応していただきました。 

 

（２）５月３１日はＷＨＯが呼びかける世界禁煙デーの取り組み

として、イオンモール川口前川店でイベントを開催しました。

川口市国民健康保険課の保健師２名にも参加いただき、体力

測定（フレイルチェック）・骨密度、健康相談を行い１７４名の方

が参加しました。 

 

（３）８月２２日には東浦和駅前健康相談会を医師１４名を始め

とする２９名で取り組みました。1時間ほどで寄せられた相談は

２７件でした。若くても健診を受けていない方や高血圧の方が

少なくなく、ストレスや痛みなどの不安を抱えている相談があり

ました。 

 

（４）８月３日、夏休み公開講座として「いのちの授業」を学童の

部、思春期の部の２部にわたり開催しました。学童編には１３

組の親子（大人１３人、子ども２０人）、思春期編には学童編に

参加した内の６組の親子（大人６人、子ども７人）が参加しまし

た。 
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（５）９月２０日・２１日の両日、病院近隣の集合住宅を対象に

「お元気ですか訪問＆なんでも相談会」に取り組みました。２０

日は職員４６名、組合員３名、町会７名の計５６名、２１日は職員 

３８名、組合員２名、町会５名の計４５名、総計１０１名の参加で、

相談は２３件ありました。バザーやふれあい喫茶、無料の尿チ

ェックを行うことを事前に町会の回覧でご案内しました。相談

会にむけて職員は事前学習会を開催しました。 

 

（６）１１月２日には、世界糖尿病週間のイベントとしてイオン 

モール川口前川にて『糖尿病イベント２０１９～血糖ってなあ

に？～』を開催しました。当日は、２０代から８０代の老若男女

を問わず、親子や家族連れで足を運んでくださり、来場者が 

１１５名となりました。 

 

（７）１１月１３日、来院された方へ禁煙、受動喫煙に関する理解

を深めてもらうことを目的に、『タバコをやめたい、やめさせた

い！そう思った今がチャンス！』をスローガンに、禁煙イベント

を実施しました。２０代から９０代まで幅広い世代の方３０名が

参加され、スモーカライザー体験、禁煙、健康相談を行いまし

た。 

 

（８）１１月にＳＤＨカンファレンスを開催し病棟での事例を通し

て検討を深めました。ＳＤＨ（Social Determinants of Health）とは、

「健康の社会的決定要因」と訳されます。健康を阻害する要因

を分析し、健康格差や貧困、社会的不利益に影響を受ける

人々の問題を解決するアプローチを検討するものです。この

カンファレンスを通じて参加者は、ヘルスプロモーションの視

点での患者への介入が重要であることを改めて確認していま

す。 

 

（９）１１月２８日、「小児虐待について考える」学習会を開催しま

した。埼玉県南児童相談所の児童福祉司林田昂介氏を講師

に迎え、各職種４９名が児童相談所の取り組みや対応につい

て学びました。 

 

（１０）１２月７日に耳鼻咽喉科越智篤部長による加齢性難聴の

学習講演会を開催し、組合員７７名が参加しました。 

 

（１１）１月２６日には、２０１６年から始まった外国人無料医療相

談会に今年も取り組みました。健診受診者は８７名で、健康診

断と併せて取り組まれた弁護士と社会福祉士による相談会に

は２１件の相談でした。集まったボランティアは、医師、通訳な

ど７８人でした。関東近県の済生会病院さんの社会福祉士が１

０名以上参加しました。 

 

（１２）２月２日、加須市において双葉町から委託された甲状腺

エコー健診を実施しました。昨年と同数の４４名が受診しまし

たが、震災から９年が経過し申込者数が年々減ってきていま

す。 

 

４４．．医医療療のの質質向向上上ををめめざざししてて  

（１）４月２０日に緩和ケア研修会を開催し、院外からの８名を含

む２０名の医師、コメディカル１７名が参加しました。今回より、 

ｅラーニングで事前学習を行い、グループワークで事例検討

（がんの患者さんの在宅療養支援に必要なアセスメントとケア

プランの作成など）、ロールプレイではバッドニュースの伝え

方や傾聴など、臨床場面で役立つ研修内容に変更した新形

式で開催しました。 

 

（２）５月１７日には、認知症ケアチームと倫理委員会の共催で

『認知症患者に適切なケアを行うために～ユマニチュードの

考え方の紹介』という学習会を開催しました。「ユマニチュード

」とは、フランス語で「人間らしさ」を意味すると言われ、対象と

なる方の「人間らしさ」を尊重した一人ひとりに応じたケアをす

る考え方と実践（技術）のことです。今回は６６名の職員が参加

して、学習と演習に取り組みました。 

 

（３）６月７日には、京都府立医科大学・救急医療学教室の太田

凡教授をお招きして「救急医療はセーフティーネット～Ｉ ＬＯＶ

Ｅ 救急～」をテーマに講演会を開催しました。市内全域から

川口市消防局の消防隊員３８名、木曽呂小学校から２名、当院

の医師２５名を含む計１２０名余が参加しました。 

 

（４）６月２８日と１１月２２日に片山充哉先生（国立病院機構東

京医療センター総合内科）を迎えて、内科病棟回診とカンファ

レンスを開催したり、感染症の鑑別診断のレクチャアを受けま

した。初期研修医、専攻医、指導医、保健師が参加し、前半は

病棟で回診をしながら学び、後半は細菌検査室にてグラム染

色を実践しながらレクチャーを受けました。鑑別診断のワーク

ショップに取り組むなどたいへん実践的な学びとなりました。 

 

（５）８月２６日、がん化学療法チーム主催で、聖マリアンナ大

学臨床腫瘍学砂川優准教授を講師に迎え、がん薬物療法学

習会を開催しました。医師１１人を含む４１名の参加でした。 

 

（６）９月３０日と１２月９日・１２日には、プライマリ・ケア講習会と

して東京大学医学系研究科医学教育国際研究センター大西

弘高医師にお越しいただき、①医学教育初学者向けレク 

チャー、②専攻医が診た外来症例のカルテレビューを行いま

した。初期研修医、専攻医、指導医などが参加し、医療面接や

外来研修の評価・指導方法について学びました。 

 

（７）５月に青木中央クリニック、８月には益子病院に伺い医療

安全相互評価カンファレンスを行いました。当院からは医療安

全管理者の副院長と看護師、薬剤師や理学療法士が参加しま

した。昨年からの取り組みで、地域の医療機関同士で相互に

訪問し医療安全の取組を見させていただくことで地域の医療

安全のレベルアップを図ることが目的です。 
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１１．．埼埼玉玉協協同同病病院院のの建建設設基基本本構構想想のの決決定定  

６月２２日に開催された医療生協さいたまの通常総代会に

おいて、「埼玉協同病院のリニューアルおよび在宅療養支援

病院建設基本構想」が採択されました。１９７８年の開院以来 

４０年余が経過し、老朽化や使いにくさ、医療安全や感染対策

上のさまざまな施設的な課題を解決するために、現地での建

替え計画となります。基本コンセプトは、「地域包括ケア時代に

輝く病院になる」ということです。 

建設構想の決定を受けて、９月２８日に第１回建設委員会総

会を開催し、設計施工業者の選考基準と選考委員を承認し、 

１０月２６日には業者を選考するためのプレゼンテーションが

行われました。第２回建設委員会総会での検討を踏まえて、 

１１月２６日の法人理事会において、建設業者を竹中工務店に

決定しました。年明けから基本設計にむけた検討が始まって

います。 

 

 

２２．．春春のの新新規規入入職職者者受受入入れれとと職職員員研研修修  

（１）４月１日、法人全体の新入職員の入職式を催し、引き続き

２日間の入職時研修を行いました。４月３日から埼玉協同病院

に配属された新入職員は６３名です。初期研修医師８名（定数

フルマッチ）、薬剤師１名、保健師４名、助産師２名、看護師２７

名、診療放射線技師４名、臨床検査技師３名、臨床工学技士２

名、理学療法士２名、作業療法士３名、管理栄養士２名、社会

福祉士２名、事務総合職３名です。また、既卒の医師５名(内科

２名、外科１名、皮膚科１名、整形外科１名)を迎えるとともに、

外部出向研修から整形外科医師が帰任しました。 

 

（２）看護職員の新入職員研修は、入職時オリエンテーション、

技術トレーニングに続いてグループに分かれて看護職場を順

番に１、２日間ずつ体験就労します。その後、５月２１日に所属

職場の辞令交付式が行われました。入職後７週間の集合研

修・ローテーション研修を終えて、辞令を受け取った一人一人

がスピーチをしました。その後、看護長に引率されて配属職場

でのオリエンテーションに向かいました。 

 

（３）９月と１２月に、看護部の副主任研修会が行われました。

前半は労務管理や副主任の役割、コミュニケーションについ

ての基礎研修、後半は外国人の医療問題や小児虐待、老々

介護について制度や歴史的背景を調べ改めて問題を深くとら

える学習に取り組みました。さらに、仕事の場面で感じる感情

を客観的に見つめることで、自分たちの看護観を振り返り深め

る学習に取り組みました。 

 

（４）１０月１０日と２９日に、キャリアナース研修会という名称で、

埼玉協同病院に中途で入職した経験のある看護職むけの研 

 

修会を実施しました。「民医連医療と看護」の講義と「育成」に

関するお話の後、認定看護師から「高齢者の皮膚トラブルとス

キンケア」を実践的に学びました。 

 

（５）１月８日・９日・１４日に技術部門名と事務部門の卒１他部門

研修に取り組みました。入職からほぼ９ヵ月が経過しある程度

自職場の仕事に慣れてきたところで、病棟での看護職の仕事

を体験することで、チーム医療の理解促進を図ることが目的で

す。同じように、１２月～１月にかけて６回に渡って看護部門の

卒１他部門研修に取り組みました。看護職員は技術部門と事

務部門の職場をローテーションで体験して、それぞれの仕事

内容について体験を通して理解し、医療連携の基本を学びま

した。 

 

（６）２月１０日に、埼玉協同病院配属の１年目看護職員２９名が

参加してシミュレーション研修を実施しました。シミュレータ（模

擬患者）を使用し、複数の患者さんの状態や環境整備の確認

など多重課題への対応訓練に取り組みました。 

 

 

３３．．埼埼玉玉協協同同病病院院ののヘヘルルススププロロモモーーシショョンン  

（１）４月８日、ＷＨＯ世界保健デーに合わせた企画をアリオ川

口で開催しました。今年は初めての試みとして握力・開眼片足

立ち・指輪っかテストの３種類を「フレイルチェック」として行 

い、午前・午後合わせて１８２名が参加しました。骨密度測定と

合わせた結果をもとに医師・保健師・看護師が健康相談、管理

栄養士が栄養・食事相談を担当しました。川口市保健センター

から保健師さんが川口市健康診断のお知らせと「フレイルチェ

ック」相談にも対応していただきました。 

 

（２）５月３１日はＷＨＯが呼びかける世界禁煙デーの取り組み

として、イオンモール川口前川店でイベントを開催しました。

川口市国民健康保険課の保健師２名にも参加いただき、体力

測定（フレイルチェック）・骨密度、健康相談を行い１７４名の方

が参加しました。 

 

（３）８月２２日には東浦和駅前健康相談会を医師１４名を始め

とする２９名で取り組みました。1時間ほどで寄せられた相談は

２７件でした。若くても健診を受けていない方や高血圧の方が

少なくなく、ストレスや痛みなどの不安を抱えている相談があり

ました。 

 

（４）８月３日、夏休み公開講座として「いのちの授業」を学童の

部、思春期の部の２部にわたり開催しました。学童編には１３

組の親子（大人１３人、子ども２０人）、思春期編には学童編に

参加した内の６組の親子（大人６人、子ども７人）が参加しまし

た。 
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（５）９月２０日・２１日の両日、病院近隣の集合住宅を対象に

「お元気ですか訪問＆なんでも相談会」に取り組みました。２０

日は職員４６名、組合員３名、町会７名の計５６名、２１日は職員 

３８名、組合員２名、町会５名の計４５名、総計１０１名の参加で、

相談は２３件ありました。バザーやふれあい喫茶、無料の尿チ

ェックを行うことを事前に町会の回覧でご案内しました。相談

会にむけて職員は事前学習会を開催しました。 

 

（６）１１月２日には、世界糖尿病週間のイベントとしてイオン 

モール川口前川にて『糖尿病イベント２０１９～血糖ってなあ

に？～』を開催しました。当日は、２０代から８０代の老若男女

を問わず、親子や家族連れで足を運んでくださり、来場者が 

１１５名となりました。 

 

（７）１１月１３日、来院された方へ禁煙、受動喫煙に関する理解

を深めてもらうことを目的に、『タバコをやめたい、やめさせた

い！そう思った今がチャンス！』をスローガンに、禁煙イベント

を実施しました。２０代から９０代まで幅広い世代の方３０名が

参加され、スモーカライザー体験、禁煙、健康相談を行いまし

た。 

 

（８）１１月にＳＤＨカンファレンスを開催し病棟での事例を通し

て検討を深めました。ＳＤＨ（Social Determinants of Health）とは、

「健康の社会的決定要因」と訳されます。健康を阻害する要因

を分析し、健康格差や貧困、社会的不利益に影響を受ける

人々の問題を解決するアプローチを検討するものです。この

カンファレンスを通じて参加者は、ヘルスプロモーションの視

点での患者への介入が重要であることを改めて確認していま

す。 

 

（９）１１月２８日、「小児虐待について考える」学習会を開催しま

した。埼玉県南児童相談所の児童福祉司林田昂介氏を講師

に迎え、各職種４９名が児童相談所の取り組みや対応につい

て学びました。 

 

（１０）１２月７日に耳鼻咽喉科越智篤部長による加齢性難聴の

学習講演会を開催し、組合員７７名が参加しました。 

 

（１１）１月２６日には、２０１６年から始まった外国人無料医療相

談会に今年も取り組みました。健診受診者は８７名で、健康診

断と併せて取り組まれた弁護士と社会福祉士による相談会に

は２１件の相談でした。集まったボランティアは、医師、通訳な

ど７８人でした。関東近県の済生会病院さんの社会福祉士が１

０名以上参加しました。 

 

（１２）２月２日、加須市において双葉町から委託された甲状腺

エコー健診を実施しました。昨年と同数の４４名が受診しまし

たが、震災から９年が経過し申込者数が年々減ってきていま

す。 

 

４４．．医医療療のの質質向向上上ををめめざざししてて  

（１）４月２０日に緩和ケア研修会を開催し、院外からの８名を含

む２０名の医師、コメディカル１７名が参加しました。今回より、 

ｅラーニングで事前学習を行い、グループワークで事例検討

（がんの患者さんの在宅療養支援に必要なアセスメントとケア

プランの作成など）、ロールプレイではバッドニュースの伝え

方や傾聴など、臨床場面で役立つ研修内容に変更した新形

式で開催しました。 

 

（２）５月１７日には、認知症ケアチームと倫理委員会の共催で

『認知症患者に適切なケアを行うために～ユマニチュードの

考え方の紹介』という学習会を開催しました。「ユマニチュード

」とは、フランス語で「人間らしさ」を意味すると言われ、対象と

なる方の「人間らしさ」を尊重した一人ひとりに応じたケアをす

る考え方と実践（技術）のことです。今回は６６名の職員が参加

して、学習と演習に取り組みました。 

 

（３）６月７日には、京都府立医科大学・救急医療学教室の太田

凡教授をお招きして「救急医療はセーフティーネット～Ｉ ＬＯＶ

Ｅ 救急～」をテーマに講演会を開催しました。市内全域から

川口市消防局の消防隊員３８名、木曽呂小学校から２名、当院

の医師２５名を含む計１２０名余が参加しました。 

 

（４）６月２８日と１１月２２日に片山充哉先生（国立病院機構東

京医療センター総合内科）を迎えて、内科病棟回診とカンファ

レンスを開催したり、感染症の鑑別診断のレクチャアを受けま

した。初期研修医、専攻医、指導医、保健師が参加し、前半は

病棟で回診をしながら学び、後半は細菌検査室にてグラム染

色を実践しながらレクチャーを受けました。鑑別診断のワーク

ショップに取り組むなどたいへん実践的な学びとなりました。 

 

（５）８月２６日、がん化学療法チーム主催で、聖マリアンナ大

学臨床腫瘍学砂川優准教授を講師に迎え、がん薬物療法学

習会を開催しました。医師１１人を含む４１名の参加でした。 

 

（６）９月３０日と１２月９日・１２日には、プライマリ・ケア講習会と

して東京大学医学系研究科医学教育国際研究センター大西

弘高医師にお越しいただき、①医学教育初学者向けレク 

チャー、②専攻医が診た外来症例のカルテレビューを行いま

した。初期研修医、専攻医、指導医などが参加し、医療面接や

外来研修の評価・指導方法について学びました。 

 

（７）５月に青木中央クリニック、８月には益子病院に伺い医療

安全相互評価カンファレンスを行いました。当院からは医療安

全管理者の副院長と看護師、薬剤師や理学療法士が参加しま

した。昨年からの取り組みで、地域の医療機関同士で相互に

訪問し医療安全の取組を見させていただくことで地域の医療

安全のレベルアップを図ることが目的です。 
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１１月は埼玉協同病院に、益子病院の医療安全管理委員長で

ある医師のほか、薬剤師、看護師、診療放射線技師、理学療

法士、臨床工学技士、臨床検査技師と多職種みなさんが来院

され、院内ラウンドでは「問題点の指摘」にとどまらず、お互い

の業務の運用方法や交流がされました。 

 

（８）１０月３１日、「第３６回地域医療懇談会」を開催しました。今

回から１医療機関３名までとさせていただきましたが５９医療機

関（行政や包括支援センター含む）９８名の医師、看護師、薬

剤師、相談員、地域連携担当者の方々にお越し頂きました。

当院からは、医師３６名と管理含め職員５３名が参加しました。

７医療機関が今回初めての出席でした。 

 

（９）２月７日、埼玉協同病院において南部地域感染防止対策

地域連携の会合同カンファレンスを開催しました。１４病院から 

５１名の医師、看護職、薬剤師、検査技師など医療従事者とと

もに埼玉県南部保健所、川口市保健所、特別養護老人ホーム、

老人保健施設からも参加があり、総勢６３名のカンファレンスと

なりました。議題とした「薬剤耐性対策アクションプランの取り

組み・評価」について話し合うとともに、新型コロナウイルス感

染症対策について保健所を交えた情報交換を行いました。 

 

（１０）２月１５日に昨年に続いて２回目となる「医療活動交流集

会」を開催しました。１０３名が参加し、５１の演題の報告を受け

意見交換をしました。各委員会、チーム、部門が行った取り組

みを職種や役割に関わりなく共有し、院内全体に水平展開し

たり、次年度の医療活動や個人目標のヒントを得ることができ

ました。 

 

 

５５．．ここれれかかららのの医医療療人人をを育育ててるる取取りり組組みみ  

（１）７月５日、さいたま市立浦和高等学校の医療ゼミに埼玉協

同病院の医師、臨床検査技師とさいわい診療所の看護師（市

立浦和高校卒）が講師として参加しました。「看護師になりたい

気持ちが強くなった」などの感想が寄せられました。 

 

（２）夏の薬剤師一日体験は、４回実施して３つの高校から１６

名の参加でした。薬剤師の仕事を調剤だけと狭く考えていた

ようですが、いろいろな役割を果たしていることを知ってもらう

ことができました。無菌製剤室での抗がん剤の調製が印象に

残ったようです。 

 

（３）今年の高校生看護１日体験は、７月から８月にかけて計７

回開催、２６４名が参加しました。その中には、同じ高校限定の

日や男子高校生限定日を設けたことで多様なニーズに対応

することができました。８月２４日と１０月５日には、看護学校入

試模擬面接会を開催し、１００名近くの参加がありました。面接

対策動画を観たり、「身だしなみチェックリスト」「面接対策マ 

 

ニュアル」を参考資料として提供しました。４名の看護奨学生

がボランティアとして参加して、高校生の緊張をほぐすような

声掛けをしたり、受験期の体験を話してくれました。高校生も

適度な緊張で面接に臨めた様子でした。 

 

（４）１２月２１日には、医学部進学を目指す高校生向けの入試

模擬面接会を開催しました。医学生と医学生生活について懇

談する時間もあり、「緊張感も持てて、気付きもたくさん発見で

きたので今日はとても良い機会となりました」「先輩からの話

はとても有益だった」との感想をいただきました。 

 

（５）１１月に川口市立北中学校、１月に川口市立戸塚西中学校

の生徒さん７名が、「夢わーく体験事業」で当院の職場体験に

取り組まれました。今回参加した７名のうち、お母さんが看護

師という方が２名、将来助産師を志望している方が１名など、

全員が医療に興味関心を持つ中学生だったこともあり、熱心

に体験や講義を受講されました。 

 

 

６６．．救救急急救救命命訓訓練練とと災災害害対対策策  

（１）７月１７日は前期総合防災訓練を実施し６９名が参加しまし

た。日中に地震、火災が発生する想定で報告、消火、避難誘

導訓練について実施しました。今年の特徴は、職場ごとに事

前に作成した緊急時アクションカードを使用して訓練を行った

ことで、より実践に近いシミュレーションに取り組みました。 

１月２９日には後期総合防災訓練に取り組みました。夜間に

火災発生を想定して、シナリオは最低限しか作成しませんでし

たが、避難させる職員もストレッチャーやシーツをうまく使用し

ながら行い、スムーズに対応できていました。 

 

（２）９月１４日、日本救急医学会認定ＩＣＬＳ(Immediate Cardiac 

Life Support)講習会を開催しました。４名の研修医と６名の看

護職、１名の臨床工学技士が受講し修了証を受けました。同

日、神根消防署と川口北消防のはしご車の乗り入れ・確認作

業を実施しました。正面ロータリー内に駐車したはしご車から

Ｄ館屋上とＦ館屋上へのアプローチが可能かどうかを確認しま

した。 

翌日の１５日には、４回目となる日本内科学会認定内科救

急・ＩＣＬＳ講習会（ＪＭＥＣＣ）を開催しました。指導体制として、

外部から７名の医師と当院の医師、看護師が当たりました。当

院の後期・初期研修医７名と指導医１名、石川県などから参加

した３名の医師、計１２名が受講しました。 

 

（３）１０月１２日、台風１９号に対して特別警報が出され河川の

氾濫、越水が埼玉県内各地で起こり広範囲な地域で被害が発

生しました。当院では前日に対策会議を開催し、職員の出退

勤時の安全確保、注意喚起、事前対策などの手立てをとりまし

た。当日は当院に避難されてきた患者や住民の方もありました。

土曜日であったため様々な企画が準備されていましたが中止 
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となっています。 

 

（４）１０月２６日、坂戸市からの要請をうけて、台風１９号の被害

を受けた住民への被災者支援ボランティアに 当院のリハビリ

スタッフ２名、放射線技師２名が本部からの２名とともに参加し

ました。河川敷の２ｍ５０㎝もの泥水に浸かった工場で原状復

帰のための洗浄を行ってきました。 

 

（５）１０月１９日に、トリアージ訓練を実施しました。トリアージ訓

練とは、限られた人的物的資源で最大多数の傷病者に最善の

医療を施すため、患者の緊急度と重症度により治療優先度を

決める訓練です。今回の参加者は７５名でした。参加者の内

訳は、医師８名、看護部３０名、技術部１４名、事務部６名、本

部１名、看護学生２名、防災対策委員ほか１４名でした。今年

の患者役は簡単な傷のメイクをすることで少しでもリアルな訓

練を目指しました。 

 

 

７７．．22001199年年度度のの特特徴徴的的なな取取りり組組みみ  

（１）１１月３０日、埼玉協同病院では初めてとなる医療生協に

新たに加入した組合員むけのウエルカムパーティ企画を開催

しました。病院の見学会では、当院が診療で大切にしている 

「マイかるて」「患者メモ」等の説明や総合サポートセンターを

はじめ「日頃自分が受診して利用している事」以外の色々な情

報に感激され、「他にもいろいろと知りたい」「また開いてほし

い」との要望も出されました。地域での医療生協の活動のご案

内にも興味を持たれ、健康ひろばに３名の方が見学を希望さ

れました。 

 

（２）１年間に６回にわたる連続講座で、職員対象の「勇気づけ

の子育てセミナー」をつくし保育所（院内保育）が主催して開催

しました。医師、看護職、技術職、事務など多職種の参加があ

り、グループに分かれて体験学習を組み入れながら、和気あ

いあいとした雰囲気で学ぶことができました。「どんな言葉をか

けられると嬉しいか」など話し合いながら、親と子どもとの関係

づくりについて学びました。 

 

（３）１０連休となったゴールデンウィークは、４月３０日、５月１

日・２日を通常診療としました。しかし、保育園や小学校、学童

保育が休むため、お子さんの手配ができない職員のために特

別保育を行いました。３日間で、０-２歳児は院内保育所での

べ３８名を預かり、３-５歳児は民間保育園のこぐま保育園さん

にご協力をいただきのべ３２名を預かり、学齢期のお子さんは

みぬま広場で組合員ボランティアさん等にお願いして臨時の

学童保育でのべ１０名を預かりました。３日間とも安全に無事

過ごすことができました。 

 

 

 

（４）２０１９年の年末から新型コロナ感染症が広がり大きな問題

となっています。今年も医療懇談会を支部ごとに開催し、今回 

 

は、診療場面のＤＶＤを上映してイメージを膨らませながら話

し合うことができましたが、残念ながら２月後半からの開催予定

の支部では中止とさせていただきました。 

政府による「緊急事態宣言」の前から埼玉協同病院では、川

口市、医師会、保健所等と協力して対応にあたりました。一方

で、マスクや手指消毒剤等の衛生材料が不足するなか、使用

方法を抑制的にしつつも感染防止に十分留意して職員の安

全確保と感染対策防止に努力してきました。また、こんな時で

も患者、組合員さんが健康維持に取り組める内容のページを

「新型コロナに負けるな！」プロジェクトとして病院のホームペ

ージにアップし、ＮＨＫラジオで取り上げられました。 

 

 

８８．．22001199年年度度のの決決算算結結果果  

２０１９年度の決算結果は、３月に新型コロナ感染症の影響

を受け予算には３,２００万円ほど届きませんでしたが、前年を 

２,７００万円上回る１億３,９００万円の経常剰余（黒字）を確保す

ることができました。入院、外来、健診ほか収益各項目で前年

を大きく上回る増収とすることができました。その結果、事業 

収益全体で前年比２億４,０００万円の増収となり、予算を６,９００

万円超過することができました。費用も前年比２億円ほど増加

しましたが、昨年度に続き増収増益とすることができませんで

した。 
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１１月は埼玉協同病院に、益子病院の医療安全管理委員長で

ある医師のほか、薬剤師、看護師、診療放射線技師、理学療

法士、臨床工学技士、臨床検査技師と多職種みなさんが来院

され、院内ラウンドでは「問題点の指摘」にとどまらず、お互い

の業務の運用方法や交流がされました。 

 

（８）１０月３１日、「第３６回地域医療懇談会」を開催しました。今

回から１医療機関３名までとさせていただきましたが５９医療機

関（行政や包括支援センター含む）９８名の医師、看護師、薬

剤師、相談員、地域連携担当者の方々にお越し頂きました。

当院からは、医師３６名と管理含め職員５３名が参加しました。

７医療機関が今回初めての出席でした。 

 

（９）２月７日、埼玉協同病院において南部地域感染防止対策

地域連携の会合同カンファレンスを開催しました。１４病院から 

５１名の医師、看護職、薬剤師、検査技師など医療従事者とと

もに埼玉県南部保健所、川口市保健所、特別養護老人ホーム、

老人保健施設からも参加があり、総勢６３名のカンファレンスと

なりました。議題とした「薬剤耐性対策アクションプランの取り

組み・評価」について話し合うとともに、新型コロナウイルス感

染症対策について保健所を交えた情報交換を行いました。 

 

（１０）２月１５日に昨年に続いて２回目となる「医療活動交流集

会」を開催しました。１０３名が参加し、５１の演題の報告を受け

意見交換をしました。各委員会、チーム、部門が行った取り組

みを職種や役割に関わりなく共有し、院内全体に水平展開し

たり、次年度の医療活動や個人目標のヒントを得ることができ

ました。 

 

 

５５．．ここれれかかららのの医医療療人人をを育育ててるる取取りり組組みみ  

（１）７月５日、さいたま市立浦和高等学校の医療ゼミに埼玉協

同病院の医師、臨床検査技師とさいわい診療所の看護師（市

立浦和高校卒）が講師として参加しました。「看護師になりたい

気持ちが強くなった」などの感想が寄せられました。 

 

（２）夏の薬剤師一日体験は、４回実施して３つの高校から１６

名の参加でした。薬剤師の仕事を調剤だけと狭く考えていた

ようですが、いろいろな役割を果たしていることを知ってもらう

ことができました。無菌製剤室での抗がん剤の調製が印象に

残ったようです。 

 

（３）今年の高校生看護１日体験は、７月から８月にかけて計７

回開催、２６４名が参加しました。その中には、同じ高校限定の

日や男子高校生限定日を設けたことで多様なニーズに対応

することができました。８月２４日と１０月５日には、看護学校入

試模擬面接会を開催し、１００名近くの参加がありました。面接

対策動画を観たり、「身だしなみチェックリスト」「面接対策マ 

 

ニュアル」を参考資料として提供しました。４名の看護奨学生

がボランティアとして参加して、高校生の緊張をほぐすような

声掛けをしたり、受験期の体験を話してくれました。高校生も

適度な緊張で面接に臨めた様子でした。 

 

（４）１２月２１日には、医学部進学を目指す高校生向けの入試

模擬面接会を開催しました。医学生と医学生生活について懇

談する時間もあり、「緊張感も持てて、気付きもたくさん発見で

きたので今日はとても良い機会となりました」「先輩からの話

はとても有益だった」との感想をいただきました。 

 

（５）１１月に川口市立北中学校、１月に川口市立戸塚西中学校

の生徒さん７名が、「夢わーく体験事業」で当院の職場体験に

取り組まれました。今回参加した７名のうち、お母さんが看護

師という方が２名、将来助産師を志望している方が１名など、

全員が医療に興味関心を持つ中学生だったこともあり、熱心

に体験や講義を受講されました。 

 

 

６６．．救救急急救救命命訓訓練練とと災災害害対対策策  

（１）７月１７日は前期総合防災訓練を実施し６９名が参加しまし

た。日中に地震、火災が発生する想定で報告、消火、避難誘

導訓練について実施しました。今年の特徴は、職場ごとに事

前に作成した緊急時アクションカードを使用して訓練を行った

ことで、より実践に近いシミュレーションに取り組みました。 

１月２９日には後期総合防災訓練に取り組みました。夜間に

火災発生を想定して、シナリオは最低限しか作成しませんでし

たが、避難させる職員もストレッチャーやシーツをうまく使用し

ながら行い、スムーズに対応できていました。 

 

（２）９月１４日、日本救急医学会認定ＩＣＬＳ(Immediate Cardiac 

Life Support)講習会を開催しました。４名の研修医と６名の看

護職、１名の臨床工学技士が受講し修了証を受けました。同

日、神根消防署と川口北消防のはしご車の乗り入れ・確認作

業を実施しました。正面ロータリー内に駐車したはしご車から

Ｄ館屋上とＦ館屋上へのアプローチが可能かどうかを確認しま

した。 

翌日の１５日には、４回目となる日本内科学会認定内科救

急・ＩＣＬＳ講習会（ＪＭＥＣＣ）を開催しました。指導体制として、

外部から７名の医師と当院の医師、看護師が当たりました。当

院の後期・初期研修医７名と指導医１名、石川県などから参加

した３名の医師、計１２名が受講しました。 

 

（３）１０月１２日、台風１９号に対して特別警報が出され河川の

氾濫、越水が埼玉県内各地で起こり広範囲な地域で被害が発

生しました。当院では前日に対策会議を開催し、職員の出退

勤時の安全確保、注意喚起、事前対策などの手立てをとりまし

た。当日は当院に避難されてきた患者や住民の方もありました。

土曜日であったため様々な企画が準備されていましたが中止 
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となっています。 

 

（４）１０月２６日、坂戸市からの要請をうけて、台風１９号の被害

を受けた住民への被災者支援ボランティアに 当院のリハビリ

スタッフ２名、放射線技師２名が本部からの２名とともに参加し

ました。河川敷の２ｍ５０㎝もの泥水に浸かった工場で原状復

帰のための洗浄を行ってきました。 

 

（５）１０月１９日に、トリアージ訓練を実施しました。トリアージ訓

練とは、限られた人的物的資源で最大多数の傷病者に最善の

医療を施すため、患者の緊急度と重症度により治療優先度を

決める訓練です。今回の参加者は７５名でした。参加者の内

訳は、医師８名、看護部３０名、技術部１４名、事務部６名、本

部１名、看護学生２名、防災対策委員ほか１４名でした。今年

の患者役は簡単な傷のメイクをすることで少しでもリアルな訓

練を目指しました。 

 

 

７７．．22001199年年度度のの特特徴徴的的なな取取りり組組みみ  

（１）１１月３０日、埼玉協同病院では初めてとなる医療生協に

新たに加入した組合員むけのウエルカムパーティ企画を開催

しました。病院の見学会では、当院が診療で大切にしている 

「マイかるて」「患者メモ」等の説明や総合サポートセンターを

はじめ「日頃自分が受診して利用している事」以外の色々な情

報に感激され、「他にもいろいろと知りたい」「また開いてほし

い」との要望も出されました。地域での医療生協の活動のご案

内にも興味を持たれ、健康ひろばに３名の方が見学を希望さ

れました。 

 

（２）１年間に６回にわたる連続講座で、職員対象の「勇気づけ

の子育てセミナー」をつくし保育所（院内保育）が主催して開催

しました。医師、看護職、技術職、事務など多職種の参加があ

り、グループに分かれて体験学習を組み入れながら、和気あ

いあいとした雰囲気で学ぶことができました。「どんな言葉をか

けられると嬉しいか」など話し合いながら、親と子どもとの関係

づくりについて学びました。 

 

（３）１０連休となったゴールデンウィークは、４月３０日、５月１

日・２日を通常診療としました。しかし、保育園や小学校、学童

保育が休むため、お子さんの手配ができない職員のために特

別保育を行いました。３日間で、０-２歳児は院内保育所での

べ３８名を預かり、３-５歳児は民間保育園のこぐま保育園さん

にご協力をいただきのべ３２名を預かり、学齢期のお子さんは

みぬま広場で組合員ボランティアさん等にお願いして臨時の

学童保育でのべ１０名を預かりました。３日間とも安全に無事

過ごすことができました。 

 

 

 

（４）２０１９年の年末から新型コロナ感染症が広がり大きな問題

となっています。今年も医療懇談会を支部ごとに開催し、今回 

 

は、診療場面のＤＶＤを上映してイメージを膨らませながら話

し合うことができましたが、残念ながら２月後半からの開催予定

の支部では中止とさせていただきました。 

政府による「緊急事態宣言」の前から埼玉協同病院では、川

口市、医師会、保健所等と協力して対応にあたりました。一方

で、マスクや手指消毒剤等の衛生材料が不足するなか、使用

方法を抑制的にしつつも感染防止に十分留意して職員の安

全確保と感染対策防止に努力してきました。また、こんな時で

も患者、組合員さんが健康維持に取り組める内容のページを

「新型コロナに負けるな！」プロジェクトとして病院のホームペ

ージにアップし、ＮＨＫラジオで取り上げられました。 

 

 

８８．．22001199年年度度のの決決算算結結果果  

２０１９年度の決算結果は、３月に新型コロナ感染症の影響

を受け予算には３,２００万円ほど届きませんでしたが、前年を 

２,７００万円上回る１億３,９００万円の経常剰余（黒字）を確保す

ることができました。入院、外来、健診ほか収益各項目で前年

を大きく上回る増収とすることができました。その結果、事業 

収益全体で前年比２億４,０００万円の増収となり、予算を６,９００

万円超過することができました。費用も前年比２億円ほど増加

しましたが、昨年度に続き増収増益とすることができませんで

した。 
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■■２２００１１９９年年  

＜４月＞ 

１日 法人全体 新入職員入職式 

３日 埼玉協同病院 新入職員入職式 

オリエンテーション 

８日 ＷＨＯ世界保健デー「フレイルチェック」活動 

２０日 緩和ケア研修会 

３０日 休日当番医 

 

＜５月＞ 

１７日 認知症患者に適切なケアを行うために～ユマニ

チュードの考え方の紹介」学習会 

２１日 埼玉協同病院看護部 所属職場の辞令交付式 

２８日 医療安全相互評価カンファレンス 

３１日 ＷＨＯ世界禁煙デー「フレイルチェック」活動 

 

＜６月＞ 

７日 救急医療学習会 

２０日 県立川口北高等学校救急講習会 

２５日 ボランティア学校 

２８日 内科病棟回診＆カンファレンス① 

 

＜７月＞ 

５日 さいたま市立浦和高等学校・医療ゼミ 

１４日 休日当番医 

１７日 前期総合防災訓練 

２０日 癒しのイベント 

２２日 高校生等一日医師体験（～３１日、計１０回） 

ふれあい看護体験 

２４日 高校生一日看護体験（～８月末日、計１１回） 

２５日 薬剤師一日体験（２６日） 

２９日 第１回マネジメントレビュー 

 

＜８月＞ 

１日 薬剤師一日体験（２日） 

３日 夏休み公開講座「いのちの授業」 

６日 県立川口北高等学校教員研修（８日） 

高校生等一日医師体験（～２３日） 

８日 初任者研修民間企業体験研修受け入れ 

１９日 東浦和駅前健康相談会 

２４日 高校生看護模擬面接会① 

２６日 がん薬物療法学習会 

２７日 医療安全相互評価カンファレンス② 

 

 

 

＜９月＞ 

６日 献血 

１０日 ＩＳＯ維持審査（～１２日） 

１３日 アドラー心理学から学ぶ「勇気づけの子育て」セ

ミナー① 

１４日 ＩＣＬＳ講習会 

神根消防署はしご車訓練 

１５日 日本内科学会認定内科救急・ＩＣＬＳ講習会（ＪＵ

ＭＥＣＣ） 

１８日 川口市保健所立入検査 

２０日 お元気ですか訪問＆なんでも相談会① 

２１日 お元気ですか訪問＆なんでも相談会② 

２１日 医学部受験模擬面接会① 

２４日 感染対策防止地域カンファレンス① 

２８日 第１回建設委員会総会 

３０日 ＩＰＷ実習受け入れ（～１０/３） 

看護部副主任研修会① 

 

＜１０月＞ 

２日 外来患者満足度調査（～３日） 

５日 高校生看護模擬面接会② 

１０日 キャリアナース研修会① 

１１日 アドラー心理学から学ぶ「勇気づけの子育て」セ

ミナー② 

１２日 市民公開講座（整形外科）→台風のため中止 

１３日 神根地区防災訓練→台風のため中止 

１９日 トリアージ訓練 

２１日 第２回マネジメントレビュー 

２６日 台風１９号に被災者支援ボランティア 

設計施行業者の選考プレゼンテーション 

２９日 キャリアナース研修会② 

３１日 第３６回地域医療懇談会 

 

＜１１月＞ 

８日 アドラー心理学から学ぶ「勇気づけの子育て」セ

ミナー③ 

１３日 禁煙イベント 

１４日 世界糖尿病医週刊「糖尿病イベント２０１９」 

高校生他職種体験 

１８日 ＳＤＨカンファレンス 

２２日 内科病棟回診＆カンファレンス② 

２６日 法人理事会にて建設施行業者決定 

２８日 小児虐待について考える学習会 

２９日 医療安全対策地域連携・医療安全相互評価ラウ

ンド 

医療安全相互評価カンファレンス③ 

  

５５．．主主要要行行事事 
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３０日 埼玉協同病院ウエルカムパーティー 

癒しのイベント 

 

＜１２月＞ 

７日 南部ＡＢブロック保健委員長会議・教育研修セン

ター会議共催学習会 

９日 看護部副主任研修会② 

１３日 アドラー心理学から学ぶ「勇気づけの子育て」セ

ミナー④ 

２１日 医学部受験模擬面接会② 

２７日 忘年会 

 

 

■■２２００２２００年年  

＜１月＞ 

８日 技術部門と事務部門の卒１他部門研修① 

９日 技術部門と事務部門の卒１他部門研修② 

１４日 技術部門と事務部門の卒１他部門研修③ 

１７日 （県南地域）地域まるごと健康づくり・まちづくり活

動交流集会 

アドラー心理学から学ぶ「勇気づけの子育て」セ

ミナー⑤ 

１８日 建設委員会総会 

２６日 外国人無料医療相談会 

２９日 後期総合防災訓練 

 

＜２月＞ 

２日 双葉町甲状腺エコー検診 

７日 感染防止対策地域合同カンファレンス 

１０日 卒１看護師シュミレーション研修会 

バレンタイン行動 

１４日 アドラー心理学から学ぶ「勇気づけの子育て」セ

ミナー⑥ 

１５日 第２回医療活動交流集会 

１８日 八重洲監査法人監査（～９日） 

 

＜３月＞ 

９日 献血 

１４日 ＩＣＬＳ講習会 

１７日 感染対策防止地域カンファレンス② 

２３日 第３回マネジメントレビュー 

 

 

  

--1100--



埼玉協同病院 年報 2019 年 VOL.32（通巻第34 号） 

  

  

  

  

  

■■２２００１１９９年年  

＜４月＞ 

１日 法人全体 新入職員入職式 

３日 埼玉協同病院 新入職員入職式 

オリエンテーション 

８日 ＷＨＯ世界保健デー「フレイルチェック」活動 

２０日 緩和ケア研修会 

３０日 休日当番医 

 

＜５月＞ 

１７日 認知症患者に適切なケアを行うために～ユマニ

チュードの考え方の紹介」学習会 

２１日 埼玉協同病院看護部 所属職場の辞令交付式 

２８日 医療安全相互評価カンファレンス 

３１日 ＷＨＯ世界禁煙デー「フレイルチェック」活動 

 

＜６月＞ 

７日 救急医療学習会 

２０日 県立川口北高等学校救急講習会 

２５日 ボランティア学校 

２８日 内科病棟回診＆カンファレンス① 

 

＜７月＞ 

５日 さいたま市立浦和高等学校・医療ゼミ 

１４日 休日当番医 

１７日 前期総合防災訓練 

２０日 癒しのイベント 

２２日 高校生等一日医師体験（～３１日、計１０回） 

ふれあい看護体験 

２４日 高校生一日看護体験（～８月末日、計１１回） 

２５日 薬剤師一日体験（２６日） 

２９日 第１回マネジメントレビュー 

 

＜８月＞ 

１日 薬剤師一日体験（２日） 

３日 夏休み公開講座「いのちの授業」 

６日 県立川口北高等学校教員研修（８日） 

高校生等一日医師体験（～２３日） 

８日 初任者研修民間企業体験研修受け入れ 

１９日 東浦和駅前健康相談会 

２４日 高校生看護模擬面接会① 

２６日 がん薬物療法学習会 

２７日 医療安全相互評価カンファレンス② 

 

 

 

＜９月＞ 

６日 献血 

１０日 ＩＳＯ維持審査（～１２日） 

１３日 アドラー心理学から学ぶ「勇気づけの子育て」セ

ミナー① 

１４日 ＩＣＬＳ講習会 

神根消防署はしご車訓練 

１５日 日本内科学会認定内科救急・ＩＣＬＳ講習会（ＪＵ

ＭＥＣＣ） 

１８日 川口市保健所立入検査 

２０日 お元気ですか訪問＆なんでも相談会① 

２１日 お元気ですか訪問＆なんでも相談会② 

２１日 医学部受験模擬面接会① 

２４日 感染対策防止地域カンファレンス① 

２８日 第１回建設委員会総会 

３０日 ＩＰＷ実習受け入れ（～１０/３） 

看護部副主任研修会① 

 

＜１０月＞ 

２日 外来患者満足度調査（～３日） 

５日 高校生看護模擬面接会② 

１０日 キャリアナース研修会① 

１１日 アドラー心理学から学ぶ「勇気づけの子育て」セ

ミナー② 

１２日 市民公開講座（整形外科）→台風のため中止 

１３日 神根地区防災訓練→台風のため中止 

１９日 トリアージ訓練 

２１日 第２回マネジメントレビュー 

２６日 台風１９号に被災者支援ボランティア 

設計施行業者の選考プレゼンテーション 

２９日 キャリアナース研修会② 

３１日 第３６回地域医療懇談会 

 

＜１１月＞ 

８日 アドラー心理学から学ぶ「勇気づけの子育て」セ

ミナー③ 

１３日 禁煙イベント 

１４日 世界糖尿病医週刊「糖尿病イベント２０１９」 

高校生他職種体験 

１８日 ＳＤＨカンファレンス 

２２日 内科病棟回診＆カンファレンス② 

２６日 法人理事会にて建設施行業者決定 

２８日 小児虐待について考える学習会 

２９日 医療安全対策地域連携・医療安全相互評価ラウ

ンド 

医療安全相互評価カンファレンス③ 

  

５５．．主主要要行行事事 
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３０日 埼玉協同病院ウエルカムパーティー 

癒しのイベント 

 

＜１２月＞ 

７日 南部ＡＢブロック保健委員長会議・教育研修セン

ター会議共催学習会 

９日 看護部副主任研修会② 

１３日 アドラー心理学から学ぶ「勇気づけの子育て」セ

ミナー④ 

２１日 医学部受験模擬面接会② 

２７日 忘年会 

 

 

■■２２００２２００年年  

＜１月＞ 

８日 技術部門と事務部門の卒１他部門研修① 

９日 技術部門と事務部門の卒１他部門研修② 

１４日 技術部門と事務部門の卒１他部門研修③ 

１７日 （県南地域）地域まるごと健康づくり・まちづくり活

動交流集会 

アドラー心理学から学ぶ「勇気づけの子育て」セ

ミナー⑤ 

１８日 建設委員会総会 

２６日 外国人無料医療相談会 

２９日 後期総合防災訓練 

 

＜２月＞ 

２日 双葉町甲状腺エコー検診 

７日 感染防止対策地域合同カンファレンス 

１０日 卒１看護師シュミレーション研修会 

バレンタイン行動 

１４日 アドラー心理学から学ぶ「勇気づけの子育て」セ

ミナー⑥ 

１５日 第２回医療活動交流集会 

１８日 八重洲監査法人監査（～９日） 

 

＜３月＞ 

９日 献血 

１４日 ＩＣＬＳ講習会 

１７日 感染対策防止地域カンファレンス② 

２３日 第３回マネジメントレビュー 
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■■基基本本診診療療のの施施設設基基準準  

一般病棟入院基本料（急性期一般入院料１） 

ハイケアユニット入院医療管理料Ⅰ 

回復期リハビリテーション病棟入院料１ 

緩和ケア病棟入院料１ 

入院時食療養〈Ⅰ〉 

診療録管理体制加算１ 

医師事務作業補助体制加算２ １５対1 

急性期看護補助体制加算２５対1 ５割以上 

夜間急性期看護補助加算１００対1 

看護職員夜間配置加算 １６対１ 

夜間看護補助体制加算 

療養環境加算 

重傷者等療養病棟療養環境特別加算 

栄養サポートチーム加算 

医療安全対策加算Ⅰ 

感染防止対策加算Ⅰ 

患者サポート体制充実加算 

褥瘡ハイリスク患者ケア加算 

ハイリスク妊娠管理加算 

ハイリスク分娩管理加算 

総合評価加算 

呼吸器ケアチーム加算 

後発医薬品使用体制加算Ⅰ 

病棟薬剤業務実施加算Ⅰ 

データ加算 2 

入退院支援加算Ⅰ 

認知症ケア加算 2 

 

 

■■特特掲掲診診療療のの施施設設基基準準  

糖尿病合併症管理料 

がん性疼痛緩和指導管理料 

がん患者指導管理料１・２ 

がん患者指導管理料ハ 

糖尿病透析予防指導管理料 

乳腺炎重症化予防ケア指導料 

院内トリアージ実施料 

救急搬送看護体制加算 

ニコチン依存症管理料 

療養・就労両立支援指導料 

開放型病院共同指導料 

地域連携診療計画退院時指導料 

肝炎インターフェロン治療計画料 

ハイリスク妊産婦連携指導料１ 

ハイリスク妊産婦連携指導料２ 

薬剤管理指導料 

医療機器安全管理料１ 

在宅患者訪問看護・指導料及び同一建物居住者訪問看護・

指導料 

遠隔モニタリング (゙持続腸圧呼吸療法指導料) 

遺伝学的検査 

HPV 核酸検出及び HPV 核酸検出(簡易ジェノタイプ判定) 

検体検査管理加算（Ⅰ） 

検体検査管理加算（Ⅱ） 

時間内歩行試験およびシャトルウォーキングテスト 

皮下連続式グルコース測定 

コンタクトレンズ検査料Ⅰ 

小児食物アレルギー負荷検査 

センチネルリンパ節生検(片側) 

画像診断管理料Ⅰ 

画像診断管理料Ⅱ 

遠隔画像診断 

ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 

冠動脈ＣＴ撮影加算 

心臓ＭＲＩ撮影加算 

乳房ＭＲＩ撮影加算 

抗悪性腫瘍剤処方管理加算 

外来化学療法加算Ⅰ 

無菌製剤処理料 

脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）  

運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 

呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 

がん患者リハビリテーション料 

精神科デイケア「小規模なもの」 

精神科ショートケア「小規模なもの」 

人工腎臓(慢性維持透析１) 

導入期加算１ 

透析液水質確保加算及び慢性維持透析ろ過加算 

下肢末梢動脈疾患指導管理加算 

骨移植術(自家培養軟骨移植術に限る) 

乳腺悪性腫瘍手術(乳がんセンチネルリンパ節加算1) 

穿婁閉鎖術等(内視鏡によるもの) 

ペースメーカー移植術・交換術  

大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）  

肝管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除をともな 

うもの） 

体外衝撃波胆石破砕術 

腹腔鏡下肝切除術 

体外衝撃波膵石破砕術 

腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 

早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 

体外衝撃波腎・尿管結石破砕術
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胃婁造影術 

輸血管理料Ⅱ 

輸血適正使用加算 

貯血式自己輸血管理体制加算 

人工肛門、人工膀胱造設術前処置加算 

麻酔管理料Ⅰ 

麻酔管理料Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．日本内科学会認定制度教育病院（１９９２.４.１） 

２．日本小児科学会専門医研修施設（２００３.１０.１） 

３．日本皮膚科学会認定専門医研修施設（１９９３.４.１） 

４．日本精神神経学会精神科専門医制度研修施設 

（２００６.４.１） 

５．日本外科学会専門医制度修練施設（１９８８.１.１） 

６．日本整形外科学会研修認定施設（１９８９.１１.７） 

７．日本産科婦人科学会専門医制度専攻医指導施設 

（１９９７.４.１） 

８．日本病理学会研修登録施設（１９９６.４.１） 

９．日本リハビリテーション医学会研修施設（２００５.９.１０） 

１０．日本糖尿病学会認定教育施設（２０００.１１.２７） 

１１．日本リウマチ学会教育施設（２０１０.９.１） 

１２．日本消化器内視鏡学会指導施設（２００６.１２.１） 

１３．日本臨床細胞学会認定施設（２００３.９.３０） 

１４．日本プライマリ・ケア学会認定医研修施設（２０００.１２.１） 

１５．日本家庭医療学会後期研修プログラム認定（２００９.４.１） 

１６．日本がん治療認定医機構認定研修施設（２０１０.１１.１） 

１７．日本胆道学会指導施設（２０１４.４.１） 

１８．日本超音波医学会認定超音波専門医研修施設 

（２０１５.４.１） 

１９．日本麻酔科学会麻酔科認定病院（２０１４.４.１） 

２０．日本消化器病学会認定施設（２０１６.１.１） 

２１．日本呼吸器学会認定施設（２０１６.１２.９） 

２２．日本脳卒中学会研修教育病院（２０１８.１.１） 

２３．呼吸器外科学会呼吸器外科専門医合同委員会呼吸器 

   外科専門医制度関連施設（２０１０.４.１） 

２４．日本透析医学会専門医制度教育関連施設  

（２０１０.１１.２６） 

２５．日本乳癌学会認定医専門医制度 関連施設 

 （２０１３.１.１） 

２６．日本消化器外科学会専門医制度関連施設 

 （２０１３.４.１） 

２７．日本肝臓学会専門医制度関連施設（２０１４.４.１） 

２８．日本小児神経学会小児神経専門医研修関連施設 

 （２０１４.１０.５） 

２９．認定輸血検査技師制度指定施設（２０１２.４.１） 

３０．日本循環器学会認定循環器専門医関連施設 

 （２０１７.４.１） 

３１．日本手外科学会関連施設（２０１６.７.１） 

３２．日本在宅医学会認定専門医制度研修施設（２０１１.４.１） 

３３．日本膵臓学会認定指導施設（２０２０.１.１） 

３４．日本腹部救急医学会腹部救急認定医・教育医制度認 

定施設（２０２０.１.１） 

（括弧内は認定年月日） 
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■■基基本本診診療療のの施施設設基基準準  

一般病棟入院基本料（急性期一般入院料１） 

ハイケアユニット入院医療管理料Ⅰ 

回復期リハビリテーション病棟入院料１ 

緩和ケア病棟入院料１ 

入院時食療養〈Ⅰ〉 

診療録管理体制加算１ 

医師事務作業補助体制加算２ １５対1 

急性期看護補助体制加算２５対1 ５割以上 

夜間急性期看護補助加算１００対1 

看護職員夜間配置加算 １６対１ 

夜間看護補助体制加算 

療養環境加算 

重傷者等療養病棟療養環境特別加算 

栄養サポートチーム加算 

医療安全対策加算Ⅰ 

感染防止対策加算Ⅰ 

患者サポート体制充実加算 

褥瘡ハイリスク患者ケア加算 

ハイリスク妊娠管理加算 

ハイリスク分娩管理加算 

総合評価加算 

呼吸器ケアチーム加算 

後発医薬品使用体制加算Ⅰ 

病棟薬剤業務実施加算Ⅰ 

データ加算 2 

入退院支援加算Ⅰ 

認知症ケア加算 2 

 

 

■■特特掲掲診診療療のの施施設設基基準準  

糖尿病合併症管理料 

がん性疼痛緩和指導管理料 

がん患者指導管理料１・２ 

がん患者指導管理料ハ 

糖尿病透析予防指導管理料 

乳腺炎重症化予防ケア指導料 

院内トリアージ実施料 

救急搬送看護体制加算 

ニコチン依存症管理料 

療養・就労両立支援指導料 

開放型病院共同指導料 

地域連携診療計画退院時指導料 

肝炎インターフェロン治療計画料 

ハイリスク妊産婦連携指導料１ 

ハイリスク妊産婦連携指導料２ 

薬剤管理指導料 

医療機器安全管理料１ 

在宅患者訪問看護・指導料及び同一建物居住者訪問看護・

指導料 

遠隔モニタリング (゙持続腸圧呼吸療法指導料) 

遺伝学的検査 

HPV 核酸検出及び HPV 核酸検出(簡易ジェノタイプ判定) 

検体検査管理加算（Ⅰ） 

検体検査管理加算（Ⅱ） 

時間内歩行試験およびシャトルウォーキングテスト 

皮下連続式グルコース測定 

コンタクトレンズ検査料Ⅰ 

小児食物アレルギー負荷検査 

センチネルリンパ節生検(片側) 

画像診断管理料Ⅰ 

画像診断管理料Ⅱ 

遠隔画像診断 

ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 

冠動脈ＣＴ撮影加算 

心臓ＭＲＩ撮影加算 

乳房ＭＲＩ撮影加算 

抗悪性腫瘍剤処方管理加算 

外来化学療法加算Ⅰ 

無菌製剤処理料 

脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）  

運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 

呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 

がん患者リハビリテーション料 

精神科デイケア「小規模なもの」 

精神科ショートケア「小規模なもの」 

人工腎臓(慢性維持透析１) 

導入期加算１ 

透析液水質確保加算及び慢性維持透析ろ過加算 

下肢末梢動脈疾患指導管理加算 

骨移植術(自家培養軟骨移植術に限る) 

乳腺悪性腫瘍手術(乳がんセンチネルリンパ節加算1) 

穿婁閉鎖術等(内視鏡によるもの) 

ペースメーカー移植術・交換術  

大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）  

肝管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除をともな 

うもの） 

体外衝撃波胆石破砕術 

腹腔鏡下肝切除術 

体外衝撃波膵石破砕術 

腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 

早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 

体外衝撃波腎・尿管結石破砕術
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胃婁造影術 

輸血管理料Ⅱ 

輸血適正使用加算 

貯血式自己輸血管理体制加算 

人工肛門、人工膀胱造設術前処置加算 

麻酔管理料Ⅰ 

麻酔管理料Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．日本内科学会認定制度教育病院（１９９２.４.１） 

２．日本小児科学会専門医研修施設（２００３.１０.１） 

３．日本皮膚科学会認定専門医研修施設（１９９３.４.１） 

４．日本精神神経学会精神科専門医制度研修施設 

（２００６.４.１） 

５．日本外科学会専門医制度修練施設（１９８８.１.１） 

６．日本整形外科学会研修認定施設（１９８９.１１.７） 

７．日本産科婦人科学会専門医制度専攻医指導施設 

（１９９７.４.１） 

８．日本病理学会研修登録施設（１９９６.４.１） 

９．日本リハビリテーション医学会研修施設（２００５.９.１０） 

１０．日本糖尿病学会認定教育施設（２０００.１１.２７） 

１１．日本リウマチ学会教育施設（２０１０.９.１） 

１２．日本消化器内視鏡学会指導施設（２００６.１２.１） 

１３．日本臨床細胞学会認定施設（２００３.９.３０） 

１４．日本プライマリ・ケア学会認定医研修施設（２０００.１２.１） 

１５．日本家庭医療学会後期研修プログラム認定（２００９.４.１） 

１６．日本がん治療認定医機構認定研修施設（２０１０.１１.１） 

１７．日本胆道学会指導施設（２０１４.４.１） 

１８．日本超音波医学会認定超音波専門医研修施設 

（２０１５.４.１） 

１９．日本麻酔科学会麻酔科認定病院（２０１４.４.１） 

２０．日本消化器病学会認定施設（２０１６.１.１） 

２１．日本呼吸器学会認定施設（２０１６.１２.９） 

２２．日本脳卒中学会研修教育病院（２０１８.１.１） 

２３．呼吸器外科学会呼吸器外科専門医合同委員会呼吸器 

   外科専門医制度関連施設（２０１０.４.１） 

２４．日本透析医学会専門医制度教育関連施設  

（２０１０.１１.２６） 

２５．日本乳癌学会認定医専門医制度 関連施設 

 （２０１３.１.１） 

２６．日本消化器外科学会専門医制度関連施設 

 （２０１３.４.１） 

２７．日本肝臓学会専門医制度関連施設（２０１４.４.１） 

２８．日本小児神経学会小児神経専門医研修関連施設 

 （２０１４.１０.５） 

２９．認定輸血検査技師制度指定施設（２０１２.４.１） 

３０．日本循環器学会認定循環器専門医関連施設 

 （２０１７.４.１） 

３１．日本手外科学会関連施設（２０１６.７.１） 

３２．日本在宅医学会認定専門医制度研修施設（２０１１.４.１） 

３３．日本膵臓学会認定指導施設（２０２０.１.１） 

３４．日本腹部救急医学会腹部救急認定医・教育医制度認 

定施設（２０２０.１.１） 

（括弧内は認定年月日） 
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Ⅱ.統計 


